
第２回臨時会・第３回定例会

令和４年度決算状況

一般質問

あの答弁はどうなった！

町民の声

2023年10月1日㈰、東部コミュニティ協議会により、東部ふれあい広場が開催されました。
当日は、フリーマーケット、模擬店、サロン、防災イベント、金管バンド、チアダンス、スポーツ、
福引などが行われ、小雨のちらつく中でも、大好評に終わりました。
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東部小学校 金管バンドによる「第七回東部ふれあい広場」開会式ファンファーレ

2023年度 愛知県吹奏楽コンクール・愛知県小学生バンドフェスティバル 金賞受賞
第27回 東海小学生バンドフェスティバル 銅賞受賞

議会だより

No.199
令和５年11月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供
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剰余金の処分
：可決

決算の認定
：認定

剰余金の処分
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決算の認定
：認定
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工事請負契約の締結について（道路改良工事（その2））

阿久比町平和のまち宣言について

阿久比町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）

令和5年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

令和5年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第1号）

令和5年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

令和5年度阿久比町水道事業会計補正予算（第1号）

令和4年度阿久比町一般会計歳入歳出決算認定について

令和4年度阿久比町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について

令和4年度阿久比町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度阿久比町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定について

令和4年度阿久比町水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について

令和4年度阿久比町下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について

教育委員会委員の任命について

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める意見書

令和4年度阿久比町健全化判断比率及び資金不足比率について
専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）
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同意

提出

各議員はこう判断！各議員はこう判断！ 審議議案と議員の 否
令和５年 第２回臨時会 会期：７月19日 議案／条例等１件

令和５年 第３回定例会 会期：9月6日～22日 議案／条例等３件、補正予算５件、
認定６件、同意１件、意見書１件、報告２件

賛
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消防費 3%消防費 3% その他 4%その他 4%

民生費
35%
民生費
35%

衛生費 7%衛生費 7%

総務費
12%
総務費
12%

教育費
26%
教育費
26%

土木費 6%土木費 6%

公債費 7%公債費 7%

寄附金
10%
寄附金
10%

地方消費税
交付金
5%

地方消費税
交付金
5%

繰越金
4%

繰越金
4%

その他
14%
その他
14%

県支出金
8%

県支出金
8%

国庫支出金
13%

国庫支出金
13%

地方交付税
13%

地方交付税
13%

町税
33%
町税
33%

アグピー家の

歳入
127億2,363万円

歳出
122億1,439万円

122億1,439万7,119円

収入項目
（代表する決算項目）

基本給与

パート収入

貯金の引出し

昨年の繰越し

親からの援助

親からの特別援助

銀行からの借入れ

友人からのご祝儀

（町税）

（諸収入）

（繰入金）

（繰越金）

（地方交付税）

（国庫支出金）

（町債）

（寄附金）

食費

医療費

水道光熱費・日用品の購入

学費などの仕送り

家の増改築

家電・車・家の補修

投資

ローン返済

貯金など

（人件費）

（扶助費）

（物件費）

（補助費・繰出金）

（建設事業費・災害復旧費）

（維持補修費）

（投資・出資・貸付金）

（公債費）

（積立金）

174

24

19

22

110

109

17

55

530

171

24

10

16

99

118

33

1

472

令和4年度
（万円） 前年増

減
支出項目

（代表する決算項目）
令和4年度
（万円） 前年増

減

72

92

83

97

48

2

7

34

74

509

73

113

80

84

27

3

7

30

33

450

一般会計の決算額を、
１年間の家計（年収530万円）に
置き換えてみました。

令和4年度
一般会計
決算

認定

町全体は、
この円グラフ
なんだって

アグピー家は黒字：収入－支出＝21万円アグピー家は黒字：収入－支出＝21万円

①寄附金／スポーツ村整備等13億円増
②町　税／個人、法人、固定資産税1.1億円増
③県支出金／介護施設等整備補助金2.8億円増

①教育費／中学校増築、スポーツ村整備基金
②商工費／コロナ感染症対策元気応援券
③土木費／道路補修工事、交通安全工事

歳入の特徴 歳出の特徴

コロナ禍の出口を見据え、未来へつなぐ手堅い決算でした。コロナ禍の出口を見据え、未来へつなぐ手堅い決算でした。

合 計

家計簿

まちの家計簿

（万円）

合 計（万円）

どう
使っ
た⁇

まとめると、
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あーさん
ぐーさんの

質 問 コーナー

あーさん

あーさん

ぐーさん

ぐーさん

令和４年度の決算が認定されたってこと
だけど、そもそも決算って何？

予算で見積もった一年間のお金の使い方
を明らかにすることだよ。
ちなみに令和４年度は、令和４年４月１日から
令和５年３月31日までのことだね。

私たちの税金は、どんなことに使われたのかな？

人件費や、道路の整備、借金の返済など
必ず必要なお金の他に、令和４年度は、中学校の
校舎を増築したり、災害対策としてバリアフリー
仕様のトイレトレーラーを購入したよ。
他にもたくさんあって、詳しくは11月15日の
広報あぐいにも載るからみてみてね。

世界の動向ごとに、町として平和を願う姿勢を取り続けていることに敬意を表する。ロシアが核兵器の使用をち
らつかせているこの情勢で、タイトルに「非核」の文字がないことは残念であるが、今回の宣言が世界平和実現
の更なる一歩となることを願って、今後、宣言の進化に期待しながら賛成する。

可決 阿久比町平和のまち宣言について 賛成討論 新美加寿奈 議員

可決 阿久比町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 反対討論 新美加寿奈 議員

マイナンバーカードの申請は義務ではないはずが、国民皆保険制度の下で保険証を廃止し、カードと一体化する
ことは、カード取得に強制力を持たせ「申請に基づき発行する」となっている番号法に相反するものと考える。
医療機関も町職員も事務が増え、また相次ぐ個人情報の漏洩も問題になっている。トラブル未解決のまま普及を
急ぐ必要はないと考える。

可決 令和4年度阿久比町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成討論 新美加寿奈 議員
ロシアのウクライナ侵攻による物価高騰等の影響や、続く新型コロナ感染症対策で景気動向が不透明な中、予算
時の目玉施策をはじめ、多くの事業を多事多難の中で有言実行されている。各種基金も、一般的な適正範囲内で
あると考える。税金の徴収については、知多地域地方税滞納整理機構からの脱退を期待し、住民と行政の協働の
まちづくりに共感する。

令和５年 第３回定例会 議案に対する討論
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あーさん

ぐーさん

あーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

阿久比町平和のまち宣言が可決
されたんだね。

宣言するにあたって、パブリックコメントを
行い、議会では全会一致で可決され、よりみ
んなの宣言となったよ。

あとは、条例が一部、改正されるのかな？

来年の秋に、健康保険証を廃止してマイナンバーカー
ドに一体化するという国の方針は知ってる？
それに関連した、情報連携の事務のための
条例改正なんだよ。

ぐーさん

あーさん

今回は、意見書も出ているね。
これも全会一致で可決されているよ。

うんうん、先生が子ども一人ひとりに十分に向き合っ
て、きめ細かな対応ができるよう少人数学級を
拡充することなどを、国にお願いする意
見書だよ。

パブリックコメント？

住民の皆さんに案を公開して、広く意見を求め
る制度なんだ。
今回は、過去最高の31件の意見が集まったよ。

ぐーさん

あーさん

借金の返済って？？借金があるの！？

みんなで長く使うものは、借金をして分割する
ことで、先の世代の人たちにも公平に
負担してもらうことができるという面もあるん
だよ。
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番
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に
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す
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法
律

に
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づ
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番
号
の
利
用

及
び
特
定
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情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

９
月
14
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
15
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
　
一
部
改
正
に
よ
り
窓

口
で
の
申
請
や
手
続
き
に

影
響
は
な
い
か
。

　
　
住
民
に
影
響
は
な
い
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
苦

情
の
報
告
は
あ
る
か
。

　
　
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や

苦
情
は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
、
障

害
者
医
療
費
、
精
神
障
害

者
医
療
費
の
３
点
を
加
え

る
理
由
は
。

　
　
個
人
番
号
を
利
用
し

て
情
報
を
取
得
で
き
る
よ

う
３
点
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
。

　
　
中
学
校
武
徳
館
吊
り

天
井
改
修
工
事
費
、
令
和

５
年
度
の
金
額
は
い
く
ら

に
な
る
か
。

 

　
８
５
８
万
８
９
０
０

円
で
工
事
は
９
月
い
っ
ぱ

い
で
終
わ
る
。

　
　
保
険
税
で
滞
納
整
理

機
構
へ
徴
収
事
務
を
移
管

し
た
件
数
は
。

　
　
保
険
税
の
ほ
か
住
民

税
な
ど
全
体
を
含
む
件
数

は
、
令
和
２
年
度
65
件
、

令
和
３
年
度
67
件
、
令
和

４
年
度
73
件
。

交
通
安
全
維
持
管
理
費

　
　
名
鉄
巽
ヶ
丘
駅
東
自

転
車
等
駐
車
場
用
地
内
の

水
路
を
売
却
後
、
そ
こ
を

借
用
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
。
　
　
売
却
金
額
を
借
上
げ

金
額
で
割
る
と
78
年
分
な

の
で
借
上
げ
た
方
が
得
。

庁
舎
維
持
管
理
費

　
　
駐
車
場
用
地
購
入
費

の
計
上
に
つ
い
て
、
取
得

経
緯
・
土
地
の
概
要
・
地

番
・
地
目
・
価
格
・
面
積

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
土
地
所
有
者
か
ら
売

却
し
た
い
意
思
表
示
が

あ
っ
た
。
過
去
に
、
来
客

駐
車
場
と
し
て
借
用
し
た

こ
と
が
あ
る
土
地
。
大
字

卯
坂
字
丸
ノ
内
77
番
、
雑

種
地
、
９
１
５
万
６
千
円
、

６
８
９
・
41
㎡
。

　
　
今
回
の
土
地
の
買
取

価
格
は
ど
の
よ
う
に
決
め

た
か
。

　
　
阿
久
比
町
道
路
等
用

地
取
得
要
綱
に
準
じ
て
、

路
線
価
の
４
割
で
算
出
し

て
い
る
。

　
　
買
取
価
格
は
、
公
示

価
格
を
基
準
に
算
定
し
た

価
格
と
あ
る
が
、
町
が
こ

れ
に
準
じ
た
算
定
基
準
を

設
け
て
運
用
中
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
。

　
　
準
じ
て
い
る
。

　
　
令
和
４
年
度
に
出
さ

れ
た
行
政
協
力
員
等
の
要

望
で
、
執
行
す
る
と
判
断

し
た
要
望
の
件
数
を
伺
う
。

　
　
地
区
か
ら
の
要
望
件

数
は
82
件
、
そ
の
う
ち
令

和
４
年
度
実
施
49
件
、
令

和
５
年
度
実
施
33
件
。

　
　
こ
う
い
う
内
容
を
今

後
は
決
算
報
告
の
場
で
要

望
件
数
、
執
行
件
数
、
持

ち
越
し
件
数
な
ど
を
町
民

に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
だ
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

　
　
町
民
の
要
望
の
う
ち

で
、
事
業
費
の
か
さ
む
案

件
は
、
３
か
年
計
画
に
し

て
財
政
と
調
整
し
、
簡
単

な
も
の
は
職
員
が
対
応
す

る
。

　
　
積
立
て
る
剰
余
金
の

使
い
方
に
つ
い
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
。

　
　
万
が
一
の
幹
線
の
漏

水
等
に
対
応
す
る
予
備
費

と
し
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

問問 答答

　
　
エ
プ
ロ
ン
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
内
容
と
利
用
人
数

は
。
　
　
内
容
は
話
し
相
手
や

ゴ
ミ
捨
て
、
簡
単
な
買
い

物
等
で
、
件
数
は
41
件
。

　
　
不
用
額
が
で
て
い
る

理
由
は
。

　
　
介
護
保
険
の
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
訪

問
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス
へ

の
移
行
者
が
増
え
た
た
め
。

　
　
令
和
４
年
度
に
保
険

料
軽
減
を
受
け
た
人
数
は
。

　
　

２
４
０
８
人
。

　
　
令
和
４
年
10
月
１
日

か
ら
一
定
の
所
得
の
あ
る

人
の
窓
口
自
己
負
担
割
合

が
１
割
か
ら
２
割
に
な
っ

た
。
そ
の
対
象
人
数
は
。

　
　
１
０
３
２
人
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
第
33
号

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

問問問 答答答 認
定
第
１
号

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
１
号

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問答問答

問答

問答問

問

答

問答 答問問 答答

問答答 問

認
定
第
５
号

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定

認
定
第
２
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
３
号

介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

認
定
第
４
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
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現
在
26
名
の
方
が
園
内

で
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
部
品
の
組
付

け
等
の
下
請
け
生
産
活
動
、

そ
の
他
料
理
教
室
等
の
文

化
活
動
や
家
庭
で
発
生
す

る
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る

「
キ
エ
ー
ロ
」
の
販
売
、

デ
ン
ソ
ー
の
協
力
を
得
て

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
分
別
等

も
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
福
祉
大
学
と
協
力

し
て
生
活
介
護
も
行
い
、

利
用
者
２
・
５
人
に
ス

タ
ッ
フ
を
１
名
配
置
。
中

に
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対

応
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
高
圧
的
な
抑
止
力
に
頼

ら
な
い
支
援
を
心
掛
け
て

い
る
た
め
、
慢
性
的
に
人

員
不
足
に
な
っ
て
い
る
。

　
賃
金
獲
得
が
目
的
で
は

な
い
が
、
ど
う
し
て
も
工

賃
が
安
く
、
ま
た
可
能
な

作
業
の
確
保
が
難
し
い
状

況
。
　
課
題
が
沢
山
あ
る
が
、

キ
エ
ー
ロ
の
購
入
や
ア
ル

ミ
缶
回
収
の
協
力
を
心
掛

け
た
い
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

　
町
内
で
５
月
14
日
か
ら

可
燃
ご
み
の
減
量
目
的
で
、

刈
草
・
剪
定
枝
の
回
収
が

始
ま
っ
た
。
今
回
は
、
そ

の
回
収
品
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
肥
料
に
資
源
化
す
る

㈱
ア
グ
メ
ン
ト
阿
久
比
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
た
。

　
左
図
の
よ
う
な
堆
肥
化

の
仕
組
み
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
工
場
内
を
見
学

し
た
。
町
か
ら
、
ご
み
の

減
量
効
果
は
前
年
比
20
％

と
説
明
を
受
け
た
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

常任委員会 視察レポート

刈
草
・
剪
定
枝
の

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
視
察

９
月
14
日

障
が
い
福
祉
事
業

　
阿
久
比
町
立

　
も
ち
の
木
園
の

　
視
察

９
月
15
日

総務
建設

文教
厚生

回収期間の延長
12月～3月
1回 /月

朗報
食堂からの
廃棄油分
や

廃棄食品

工場で回収品
を粉砕する

町内で発生する
刈草・剪定枝の持込

肥料として
土壌に戻す

堆積
↓

肥料化

発酵処理

堆肥化のしくみ
刈草や剪定枝は
生まれ変わる！！

栄養素を
追加する

↑

説明を受ける参加者

可燃ごみ減量
対策のひとつ
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今議会では、９月７日㈭・８日㈮に、６名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め１人60分です。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。

ここが
聞きたい

ページ 議員名 質問項目

都築　清子９ １．災害に備える「つながる防災」

竹内　啓視11

１．シルバー人材センターの現状と
課題

２．いきいきクラブへの加入率低下
３．高齢化に伴う予算（歳出）の増加

伊東　輝彦10 １．高齢者世帯の生活支援

ページ 議員名 質問項目

中村　　仁12 １．白沢台の汚水処理について

新美加寿奈13
１．全ての子どもの居場所づくり
２．ＰＦＡＳによる阿久比川の汚染

新美三喜雄

つ づ き　　きよ こ

たけうち　　ひろ し

い とう　　てるひこ

なかむら　　　　ひとし

にい み か ず な

にい み み き お

14
１．農業政策
２．公共施設である阿久比スポーツ
村・町立公民館の新たな活用

町政を問う
一般質問

今回の傍聴人数 延べ 55人

答弁者

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

…総務部長　　　…民生部長　　　…建設経済部長　　　…教育部長
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自
分
の
地
域
、
家
族
を
守

る
た
め
に
、
予
想
さ
れ
る
危

険
や
災
害
に
備
え
、
町
民
・

町
内
企
業
・
団
体
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
人
々
と
日
頃
か
ら

「
つ
な
が
る
」
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
個
別
避
難
計
画
の
進
捗

状
況
。

　
　
　
　
　
昨
年
12
月
よ
り

関
係
部
署
が
集
ま
り
検
討
し

て
い
る
。
今
年
度
中
に
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
作
成
し
た
い
。

　
　
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

赤
十
字
奉
仕
団
、
消
防
団
や

各
行
政
区
の
防
災
会
な
ど
と

関
係
性
を
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。「
防
災
サ
ミ
ッ

ト
」
な
ど
開
催
の
見
解
。

　
　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト
と
い

う
方
式
で
は
な
い
が
、
関
係

団
体
が
集
ま
る
防
災
訓
練
を

通
じ
て
、
つ
な
が
る
関
係
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　
災
害
時
の
電
源
と
し
て

電
気
自
動
車（
E
V
）の
無
償

貸
与
を
受
け
る
た
め
災
害
連

携
協
定
を
締
結
す
る
考
え
。

　
　
　
　
　
県
と
自
動
車
会

社
と
の
協
定
に
よ
り
、
災
害

時
に
避
難
所
等
へ
外
部
給
電

可
能
な
燃
料
電
池
自
動
車
等

を
派
遣
す
る
取
り
決
め
は
あ

る
が
、
町
内
自
動
車
販
売
業

者
と
も
災
害
連
携
協
定
の
締

結
を
進
め
た
い
。

　
　
本
町
の
強
み
や
弱
み
を

知
っ
た
う
え
で
目
標
を
決
め
、

訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
行

政
と
町
民
が
連
携
で
き
る
と

思
う
。

　
今
年
度
の
訓
練
の
目
的
と
、

そ
れ
以
降
の
防
災
訓
練
の
計

画
。

　
　
　
　
　
今
年
度
の
防
災

訓
練
は
草
木
学
区
と
の
合
同

訓
練
で
、
目
標
の
「
町
と
地

区
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」

「
地
区
の
防
災
力
の
向
上
」

「
中
学
生
へ
の
防
災
教
育
」

は
地
区
と
協
議
の
う
え
設
定

し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
学
区
と
連

携
し
て
訓
練
を
実
施
す
る
。

問問

問

災害に備える「つながる防災」
防災訓練を通じ各団体との関係性を構築

答
町
長

答
町
長

答
町
長

問

答
町
長

７月２日に開催された
「あぐいつながるフェスティバル」

地域の「火消し隊」による防災訓練

都築　清子 議員
（公明党）

つづき きよ こ

【個別避難計画】
高齢者や障がい者等の自ら避難す
ることが困難な避難行動要支援者
ごとに作成する避難支援のための
計画。
令和３年に改正された災害対策基
本法に位置付け、さらに取組みを
促すことになった。

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを09



　
本
町
で
は
高
齢
化
社
会
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
令
和
７
年

に
向
け
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
を
平
成

29
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
団
体
に
よ
る
高
齢
者

の
日
常
生
活
上
の
困
り
ご
と

支
援
（
訪
問
・
ゴ
ミ
出
し

等
）
を
行
う
「
暮
ら
し
応
援

サ
ー
ビ
ス 

”さ
さ
エ
ー
ル
“」

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
費

用
負
担
補
助
を
制
度
化
し
、

地
域
の
互
助
で
担
い
手
創
出

に
貢
献
す
る
。

　
制
度
開
始
か
ら
２
年
以
上

経
過
し
た
現
時
点
の
運
営
・

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
現
在
町
内
で
は
４
実
施

団
体
と
少
な
い
。
必
要
な
実

施
団
体
数
と
増
加
へ
の
対
策
。

　
　
　
明
確
な
団
体
数
の
想

定
は
な
い
が
、
各
地
区
に
１

団
体
ず
つ
あ
る
の
が
理
想
で

あ
る
。

　
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も

踏
ま
え
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
足
を
運
ぶ
な

ど
し
、
自
発
的
な
団
体
の
立

ち
上
げ
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側

の
人
数
に
対
し
、
担
い
手
人

数
の
バ
ラ
ン
ス
は
不
足
な
く

運
営
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
現
在
、
担
い
手
が
少

な
い
理
由
で
、
サ
ー
ビ
ス
を

断
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
が
、
担
い
手
確
保
に
つ

い
て
、
実
施
団
体
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
い
く
。

　
　
実
施
団
体
は
従
事
者
が

５
人
以
上
必
要
で
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
人
数
不
足
で
も
特

例
的
に
認
め
る
事
で
活
動
の

広
が
り
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
　
　
個
別
の
ケ
ー
ス
に
応

じ
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
生
か

し
な
が
ら
、
事
業
展
開
が
実

現
で
き
る
よ
う
助
言
し
て
い

く
。

　
　
要
支
援
１
・
２
認
定
者

が
対
象
で
要
介
護
認
定
者
は

利
用
で
き
な
い
。

　
本
来
は
ヘ
ル
パ
ー
利
用
だ

が
早
朝
の
ゴ
ミ
出
し
は
担
い

手
不
足
で
受
け
入
れ
事
業
所

が
不
足
し
て
い
る
。

　
問
題
解
消
の
為
に
町
独
自

の
支
援
拡
大
は
可
能
か
。

　
　
　
要
支
援
者
が
要
介
護

に
移
行
し
た
場
合
に
は
、
特

例
的
に
利
用
を
認
め
る
よ
う

改
善
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
保
険
制
度
に
適
合
し

な
い
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

財
源
問
題
を
含
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

問

高齢者世帯の生活支援
自発的なボランティア団体の立ち上げを支援

答

問答

問答

問答

高齢者は日ごろのゴミ出しにも大変苦労している。
「暮らし応援サービス“ささエール”」の実施団体を増加させる

ための対策が必要。

伊東　輝彦 議員
（新風会）

い とう てるひこ

暮らし応援サービス“ささエール”とは
　地域住民が主体の訪問・ゴミ出
し・電球交換・庭の手入れなど日常
生活上の困りごと支援を行う事業で、
補助対象実施団体には町から補助金
（奨励金）が交付されます。

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 10

実施団体（登録順）

宮津団地ふくしの会

宮津山田達者会

大古根ふれあい会

白沢台よりそい会

実施地区

宮津団地

宮津山田

大古根

白沢台

訪問活動/ゴミ出し/買い物/掃除/電球交換/庭の手入れ/調理

訪問活動

訪問活動

訪問活動/ゴミ出し/買い物/掃除/電球交換/庭の手入れ/
室内の重い家具類の移動/不要品の廃棄/簡単な大工工事

サービス内容

※2023年６月時点での実施団体とサービス内容です。

“ささエール”実施団体



　
現
在
の
日
本
で
は
、
２
０

３
０
年
頃
ま
で
に
、
15
歳
〜

65
歳
ま
で
の
年
齢
の
方
と
、

65
歳
以
降
の
方
と
の
比
率
が

２
対
１
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、

働
け
る
年
齢
層
の
人
が
二
人

で
一
人
の
高
齢
者
を
背
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。

　
こ
う
な
る
と
、
若
い
人
た

ち
の
未
来
が
暗
い
も
の
に
感

じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
解
決
策

の
一
つ
と
し
て
、
シ
ニ
ア
層

に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
「
生

涯
現
役
社
会
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
。

　
現
代
で
は
シ
ニ
ア
層
の
若

返
り
も
指
摘
さ
れ
、
ま
だ
ま

だ
シ
ニ
ア
層
の
力
を
引
き
出

す
余
地
は
十
分
に
あ
る
。

　
高
齢
者
の
方
が
お
荷
物
扱

い
さ
れ
ず
に
尊
敬
さ
れ
、
そ

の
知
恵
と
経
験
が
生
か
さ
れ

る
よ
う
な
社
会
を
作
る
。
そ

れ
が
「
生
涯
現
役
社
会
」
だ

と
考
え
る
。

　
１
９
６
０
年
代
に
は
、
30

％
以
上
の
高
齢
者
が
働
い
て

い
た
が
、
こ
れ
が
年
々
減
り

続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
、
２
０
２
２
年
、

働
く
高
齢
者
の
割
合
は
、
10

年
前
の
２
０
１
２
年
と
比
較

す
る
と
、
全
国
平
均
で
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
25

％
に
回
復
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、「
生
涯
現
役
社

会
」
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
本
町
に
お
け
る
65
歳
以

上
の
就
業
状
況
は
。

　
　
　
平
成
22
年
か
ら
令
和

２
年
ま
で
の
10
年
間
で
１
・

49
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

（
下
表
の
と
お
り
。
）

　
　
本
町
の
第
６
次
総
合
計

画
に
よ
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
の
確

保
が
難
し
い
と
あ
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

　
　
　
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
等
に
よ
る
、

定
年
延
長
や
企
業
に
よ
る
再

雇
用
の
影
響
が
大
き
い
。

　
　
高
齢
者
の
方
が
活
躍
す

る
た
め
の
対
策
は
。

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
引
き
続
き
支
援
し
、

就
業
に
よ
る
地
域
貢
献
の
喜

び
や
仲
間
づ
く
り
の
き
っ
か

け
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。
　
仕
事
以
外
に
も
社
会
貢
献

を
通
じ
て
い
き
い
き
と
し
た

人
生
を
送
り
た
い
。
こ
こ
に
、

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
の
意

義
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
町
の
第
６
次

総
合
計
画
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

へ
の
加
入
率
低
下
に
つ
い
て

伺
う
。

　
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
へ

の
加
入
率
低
下
の
理
由
は
。

　
　
　
企
業
等
の
定
年
延
長

に
よ
る
入
会
機
会
の
喪
失
や

途
中
退
会
者
の
増
加
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
へ

の
加
入
率
を
上
げ
る
対
策
は
。

　
　
　
ク
ラ
ブ
同
士
が
情
報

交
換
し
な
が
ら
、
各
地
区
に

適
し
た
魅
力
的
な
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
が
良
い
方
向
性

と
考
え
る
。

　
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の
社
会

的
価
値
に
つ
い
て
も
広
く
知

ら
せ
て
い
く
。

　
　
本
町
で
も
高
齢
化
に
伴

う
介
護
事
業
な
ど
の
歳
出
が

増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る

が
、
今
後
の
予
算
に
対
す
る

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
健
康
増
進
や
介

護
予
防
な
ど
の
各
種
事
業
に

よ
り
、
介
護
や
医
療
に
係
る

歳
出
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問問

シルバー人材センターの現状と課題
地域貢献の喜びや仲間づくりの場を提供

答

問答

問答

問問 答

答

答
副
町
長

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
へ
の

　
　
　
　
加
入
率
低
下

社
会
的
価
値
を
周
知

高
齢
化
に
伴
う
予
算  

　
　  （
歳
出
）の
増
加

介
護
予
防
の
充
実
を
図
る

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

人口

5,844人

7,513人

就業者

1,194人

1,647人

就業率

20.43%

21.92%

平成22年

令和２年

65歳以上の就業状況（阿久比町）

出典：国勢調査

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の安全かつ
生産的な雇用と働きがいのある人間らしいこ雇用を促進する

働きがいも経済成長も11



　
前
回
の
６
月
議
会
の
一
般

質
問
に
お
い
て
、
主
に
集
中

の
単
独
処
理
浄
化
槽
に
て
、

し
尿
処
理
を
し
て
い
る
福
住

園
高
台
の
汚
水
処
理
の
今
後

に
つ
い
て
質
問
し
た
。　

　
今
回
は
集
中
の
合
併
処
理

浄
化
槽
に
て
、
し
尿
処
理
及

び
生
活
雑
排
水
の
処
理
を
し

て
い
る
白
沢
台
の
汚
水
処
理

の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
街
化
調
整
区
域
の
住
居

地
ゾ
ー
ン
か
つ
集
中
処
理
を

し
て
い
る
団
地
と
い
う
こ
と

で
、
住
民
の
皆
様
か
ら
は
、

福
住
園
高
台
と
同
じ
課
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
団
地
の
造
成
年

度
や
公
共
下
水
道
の
本
管
と

の
距
離
も
大
き
く
違
う
た
め
、

今
後
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
白
沢
台
は
集
中
の
合
併

処
理
浄
化
槽
で
、
し
尿
及
び

生
活
雑
排
水
の
両
方
を
処
理

し
て
い
る
た
め
、
環
境
負
荷

は
小
さ
い
。
し
か
し
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
使
用
年
数
も

現
在
40
年
程
経
っ
て
お
り
、

町
が
平
成
24
年
度
、
公
共
下

水
道
へ
の
汚
水
の
区
域
外
流

入
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
接

続
を
検
討
し
た
当
時
の
概
算

費
用
は
。

　
　
　
白
沢
台
の
集
中
浄
化

槽
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で

あ
り
、
現
状
で
問
題
は
な
い

と
考
え
る
。
調
整
区
域
か
ら

の
汚
水
の
流
入
を
認
め
て
い

る
が
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
区
域
外
流
入
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
く
、
平
成
26
年
度

の
未
来
づ
く
り
懇
談
会
で
、

地
元
負
担
の
概
算
費
用
を
約

５
億
８
千
６
百
万
円
と
示
し

て
い
る
。
た
だ
、
概
算
費
用

を
算
出
し
て
か
ら
十
年
ほ
ど

が
経
過
し
て
お
り
、
そ
れ
以

上
の
費
用
が
必
要
に
な
る
と

推
測
さ
れ
る
。

　
　
将
来
的
に
、
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
も
白
沢
台
で
は

必
要
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
た
め
、

宅
内
配
管
は
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
る
。
公
共
下
水
道
の
本

管
ま
で
の
距
離
も
近
い
。
そ

の
接
続
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
公
共
下
水
道
管
に
接

続
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の

地
元
負
担
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
地
元
管
理
の
集
中
浄
化

槽
を
継
続
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
、
費
用
負
担
を
考
慮
す

る
と
良
い
と
考
え
る
。

　
　
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

は
、
費
用
面
の
負
担
が
大
き

い
の
で
、
既
存
の
施
設
を
継

続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

る
。
今
後
想
定
さ
れ
る
課
題

は
。

　
　
　
施
設
の
点
検
・
調
査

や
予
防
保
全
的
な
修
繕
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
本
町
か
ら
財
政

的
な
支
援
は
で
き
な
い
が
、

今
後
も
ご
相
談
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

問

問

問

白沢台の汚水処理について
施設の長寿命化を図ることが重要

答

答

答

合併処理の集中浄化槽（白沢台）

中村　　仁 議員
（参政党）

なかむら ひとし

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な
管理を確保する

安全な水とトイレを世界中に 12



　
　
こ
こ
阿
久
比
町
で
「
全

て
の
子
ど
も
が
」「
多
く
の
居

場
所
を
持
ち
な
が
ら
」「
多
様

な
学
び
の
機
会
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
た
め
の
現
状

の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　
　
　
現
状
の
子
ど
も
の
居

場
所
と
な
り
得
て
い
る
場
と

学
校
、
園
が
ど
の
よ
う
に
連

携
や
協
働
を
図
っ
て
い
け
る

か
、
担
当
各
課
と
協
力
し
て

調
査
・
連
携
推
進
を
進
め
て

い
る
。

　
　
学
校
に
行
か
な
い
選
択

を
し
た
子
ど
も
、
ま
た
は
行

け
な
い
子
ど
も
の
た
め
の
居

場
所
は
町
内
に
い
く
つ
あ
っ

て
、
ど
こ
か
。

　
　
　
町
が
管
理
す
る
施
設

は
、
阿
久
比
町
ス
ポ
ー
ツ
村

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
「
こ
す
も
す
」

の
一
カ
所
。

　
「
こ
す
も
す
」
の
登
録
児

童
数
、
体
験
児
童
数
の
推
移

は
。
　
　
　
令
和
元
年
度
４
人
、

２
年
度
５
人
、
３
年
度
５
人
、

４
年
度
８
人
、
５
年
度
は
９

月
１
日
現
在
で
13
人
。
体
験

者
数
は
令
和
４
年
度
17
人
、

５
年
度
は
９
月
１
日
現
在
で

11
人
。

　
　
適
応
指
導
教
室
と
い
う

呼
称
を
変
更
で
き
な
い
か
。

　
　
　
掲
示
や
配
布
書
類
な

ど
は
す
で
に
、「
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
柔
軟
な

記
載
変
更
の
対
応
を
と
っ
て

い
る
。

　
　
「
こ
す
も
す
」
の
利
用

生
徒
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

増
室
や
広
い
場
所
へ
の
移
転

な
ど
、
今
後
の
課
題
と
計
画

は
。
　
　
　
阿
久
比
町
ス
ポ
ー
ツ

村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
に
あ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ア
グ
ス

ポ
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
活
用
方

法
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
学
校
連
絡
・
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
コ

ク
ー
）
に
て
欠
席
の
連
絡
を

お
こ
な
う
際
の
「
理
由
」
欄

に
、「
介
護
・
家
の
手
伝
い
」

と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
。
こ

の
選
択
肢
は
、
い
わ
ゆ
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
項

目
を
選
択
し
て
欠
席
す
る
児

童
生
徒
数
と
そ
の
推
移
は
。

　
　
　
令
和
３
年
度
は
０
件
、

４
年
度
は
小
学
校
で
５
件
、

中
学
校
で
４
件
。
令
和
５
年

度
は
１
学
期
間
で
０
件
。
状

況
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
家
庭
児
童
相
談
員
と

も
協
力
・
連
携
し
、
対
応
し

て
い
る
。

　
　
同
じ
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
っ
て
い
て
も
、
自
治
体

に
よ
っ
て
出
席
扱
い
に
な
る

場
合
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

る
。
出
欠
の
基
準
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
要
件
を
満
た
せ
ば
、

校
長
判
断
で
指
導
要
録
上
出

席
扱
い
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
名

が
付
け
ば
全
て
が
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　
阿
久
比
川
に
て
、
永
遠
の

化
学
物
質
（
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

ケ
ミ
カ
ル
）
と
呼
ば
れ
る
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
「
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
」
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が

２
０
２
１
年
度
の
環
境
省
調

査
に
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
値
は
、
当
時
の
調
査
結

果
と
し
て
は
県
下
最
高
値
で
、

99 

ng
／
Ｌ
で
あ
る
。

　
そ
の
毒
性
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
、
一

部
が
ん
の
リ
ス
ク
の
増
加
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ

る
こ
と
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。

　
　
２
０
２
１
年
度
の
調
査

地
点
と
し
て
阿
久
比
川
（
半

田
大
橋
）
が
選
ば
れ
た
理
由

は
。
　
　
　
県
に
お
い
て
、
昭
和

48
年
度
以
降
、
毎
年
度
、
水

質
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果

を
公
表
し
て
お
り
、
衣
浦
湾

に
注
ぐ
境
川
等
水
域
の
う
ち
、

知
多
半
島
内
を
流
れ
る
河
川

で
は
、
阿
久
比
川
が
選
定
さ

れ
て
い
る
。

　
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
阿
久
比
川
が
昭
和
46
年

度
に
指
定
さ
れ
た
際
に
、
阿

久
比
川
の
利
水
状
況
や
支
川

及
び
汚
濁
源
の
位
置
を
考
慮

し
、
半
田
市
の
半
田
大
橋
を

設
定
し
て
い
る
。

　
　
水
や
土
壌
が
汚
染
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
ホ
タ
ル
、
ひ

い
て
は
人
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
。

　
　
　
現
時
点
で
、
国
等
か

ら
の
通
知
等
は
な
い
が
、
そ

の
影
響
に
関
す
る
住
民
の
疑

問
や
不
安
を
少
し
で
も
払
拭

で
き
る
よ
う
、
県
と
連
携
し

て
い
く
。

問問 問

全ての子どもの居場所づくり
調査・連携推進を進める

答 答

答答 答

問問

問

問

問

問 答

答

答

答

P
F
A
S
に
よ
る
阿
久
比
川
の
汚
染

疑
問
や
不
安
の
払
拭
に
努
め
る

新美 加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な
管理を確保する

安全な水とトイレを世界中に
全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに13



　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
２
０
２

１
年
38
％
と
先
進
国
で
は
最

低
水
準
に
あ
り
、
２
０
３
０

年
に
は
45
％
を
目
指
し
て
い

る
。
現
在
62
％
を
海
外
に
頼

っ
て
お
り
、「
食
料
安
全
保

障
」
と
い
う
観
点
か
ら
も

由
々
し
き
課
題
で
あ
る
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
土
地

利
用
構
想
図
で
は
、
多
く
を

農
業
系
ゾ
ー
ン
が
占
め
て
お

り
、
そ
の
保
全
や
管
理
は
本

町
の
農
業
政
策
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
。

　
　
本
町
の
農
業
従
事
者
数

の
推
移
と
そ
の
傾
向
の
原
因

は
。

　
　
　
令
和
２
年
の
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
数
は
、
10
年

間
で
１
２
３
名
減
少
し
、
２

７
０
名
で
あ
っ
た
。
原
因
と

し
て
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
の
ほ
か
、
農
業
用
機
械
の

更
新
時
な
ど
に
減
少
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
農
地
の
水
田
・
畑
の
耕

作
面
積
の
推
移
は
。

　
　
　
東
海
農
林
水
産
統
計

年
報
に
よ
れ
ば
、
令
和
４
年

の
水
田
の
耕
地
面
積
は
５
２

５
ha
、
畑
は
２
７
５
ha
で
、

計
８
０
０
ha
で
あ
っ
た
が
、

９
年
間
で
合
計
52 

ha
耕
地
面

積
が
減
少
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
農
業
人
材
の
確

保
は
。

　
　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

法
改
正
さ
れ
、
目
指
す
べ
き

将
来
の
農
地
利
用
を
明
確
化

す
る
地
域
計
画
へ
と
変
わ
り
、

多
様
な
形
で
農
業
を
担
う
方

を
確
保
す
る
た
め
、
農
地
法

の
農
地
取
得
時
の
要
件
で
あ

っ
た
下
限
面
積
30
ａ
要
件
が

廃
止
さ
れ
た
。

　
　
農
業
委
員
と
営
農
者
と

多
面
的
機
能
活
動
組
織
等
に

よ
る
一
体
的
な
地
域
計
画
の

作
成
と
、
そ
の
推
進
活
動
の

モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
他

地
区
へ
の
浸
透
を
図
り
、
よ

り
強
力
な
推
進
を
期
待
す
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
地
域
計
画
で
は
、
目

指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
内
の
農
業
用
水
施
設
等

の
維
持
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
活
発

な
議
論
を
行
う
た
め
に
も
学

区
単
位
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

か
ら
、
多
面
的
機
能
活
動
に

取
り
組
む
地
区
を
単
位
と
し

た
モ
デ
ル
地
区
を
新
た
に
設

定
し
、
地
域
計
画
の
策
定
に

取
り
組
む
。

　
　
　

　
名
古
屋
鉄
道
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
維
持
・
活
用
だ
け
で
は
、

町
民
の
利
用
人
口
が
限
ら
れ
、

新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
、

統
廃
合
も
視
野
に
見
直
し
を

図
る
よ
う
提
案
す
る
。

　
　
子
育
て
の
町
と
し
て
、

こ
の
施
設
を
ど
う
活
用
し
て

い
る
か
。

　
　
　
陸
上
競
技
場
は
毎
月

第
３
日
曜
日
に
「
す
こ
や
か

町
民
開
放
」
を
行
い
、
家
族

で
ふ
れ
あ
え
る
場
所
と
し
て

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
陸
上

教
室
な
ど
で
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
参
加
が
あ
る
。

　
町
立
公
民
館
を
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、

も
っ
と
積
極
的
な
活
用
を
提

案
す
る
。

　
　
町
民
が
さ
ら
に
活
用
し

や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
。

　
　
　
中
央
公
民
館
及
び
地

区
公
民
館
の
活
用
に
お
い
て

も
、
子
育
て
支
援
課
な
ど
と

連
携
を
図
り
検
討
す
る
。

問

問

問

問

今必要な農業政策
モデル地区を設定し活性化を図る

問

答

答問

答

答

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
・  

　
　
　

　
町
立
公
民
館
の
新
た
な
活
用

さ
ら
に
積
極
的
な
活
用
を
検
討

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

新美 三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

答

答

飢餓を終わらせ、食糧安全保障及び栄養改善を実現
し、持続可能な農業を推進する

飢餓をゼロに
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 14



地域の中で安心して活動や学習、遊
びができる子どもの居場所づくり。

子ども・子育て支援事業
議会だより第182号（令和元年8月1日）掲載

今後は、児童館の有効な活用等の検討が
必要と考える。

新たな取り組みとして、令和3年度より
「移動児童館」事業を開始し、小学校の体
育館へ出張して、健全な遊びの普及に努
めている。

現在は01

令和２年度末までに地域生活支
援拠点の整備をすることになっ
ているがその進捗状況。

障がい者グループホーム建設
議会だより第182号（令和元年8月1日）掲載

継続的に協議を行い、必要な機能の整備
に取り組んでいきたい。

令和2年度に地域生活支援拠点の面的整
備を行った。緊急時の受け入れ体制整備、
体験の機会や場の確保、専門的人材の確
保と養成など重点事業を進めている。

現在は02

その後の信号機設置に向けての
町の取り組み。

矢高横川線信号機問題
議会だより第186号（令和2年7月15日）掲載

新型コロナウイルス感染症に終息が見られ、交通
量が平常に戻ってから再度交通量調査を行い、今
後も粘り強く信号機設置の要望活動を行っていく。

令和4年6月22日に交通量調査を実施
し、7月7日に半田警察署長宛にに要望書
を提出している。

現在は04

紙おむつやボランティアごみ等の
処理。

生ごみ処理に
「キエーロ」試行

議会だより第187号（令和2年11月1日）掲載

他市町の状況を参考に検討。

紙おむつについては、町指定可燃ごみ袋でなくて
も、透明・半透明の袋に「紙おむつ」とマジックなど
で記入し、ごみステーションに排出していただけれ
ば、回収処理している。企業などの道路の清掃活
動によるボランティアごみについては、事前に相談
していただき、調整が整えば対応処理している。

現在は05

第5次総合計画の仕上げ
議会だより第183号（令和元年11月1日）掲載

介護予防事業の参加者は伸びている。しかし、宅老所
の利用者数は、運営するボランティアの問題などから
ほぼ横ばい。そのために宅老所の運営改善を図り、生
活支援サービスの導入などの検討を始めている。

コロナ禍で減少した、介護予防事業及び宅
老所の利用を、以前の状況に戻すよう努力
している。生活支援サービスとして、令和3
年度から「暮らし応援サービス・ささエー
ル」及び「エプロンサービス」を開始した。

現在は03

介護予防事業参加者と宅老所。

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

15 Agui Parliamentary news



災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプリ
「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

　コロナ禍で地区行事が中止となっていましたが、5月8日以降活動が少しずつ従来のかたち
になってきました。今年の草木地区盆踊りは、委員長・副委員長を女性が務める文化委員会
が担当しました。久しぶりに行う行事であるからこそ、子育てに関わる女性の目線で練習会
や盆踊り当日の計画が立てられました。力を入れた点は練習会と盆踊り当日です。練習会に
おいては、3回の練習会の内1回を子どもの参加しやすい時間帯（午後4時～午後6時）に変更
しました。住民への周知も回覧板だけでなく、ラインによる連絡や、保育園・小学校の先生
から案内をしてもらう方法をとりました。そのおかげで、公民館の2階ホールが満員になるほ
どの盛況になりました。盆踊り当日ですが、1日だけの開催にしたこと、キッチンカーを呼ん

だこと、仮装大会をやめて区長とのじゃんけん
大会や抽選会にして豪華賞品を用意したことな
どが挙げられます。そのおかげもあって、多く
の参加者でやぐらの周りに多くの輪ができまし
た。子どもたちも練習で覚えた踊り、特に「ダ
ンシングヒーロー」の曲では一斉にかけ声を合
わせて、会場が盛り上がりました。行事を復活
するとき前例を踏襲することがよくありますが、
今回は女性目線の企画立案で、盛大な盆踊り大
会を行うことができました。

草木地区盆踊り練習風景

第198号（令和５年８月１日発行）の左記の
誤字脱字に対し訂正し、お詫び申し上げます。

お詫び

皆様からの原稿を募集しています！
議会への期待・要望や地区の出来事・自慢等
お寄せ下さい。応募は、議会事務局まで。
電話 0569-48-1111（内線1401）

FAX 0569-48-1711
E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

　町民の皆様に手に取っていただけるよう、表紙をはじめ
内容についても解りやすくするための工夫を始めています。
　今後、議会活動の報告だけに留まることなく、広聴によ
る町民皆様の声も反映できるよう努力して参ります。町民
の声の投稿も引き続きお寄せいただきたいですが、議員も
外に出て皆様の声を取材できるよう準備を進めて参ります。

（新美三喜雄）

編 集 後 記

委 員 長／新美三喜雄
委　　員／廣瀬　　実
委　　員／鈴村　算久

副委員長／山本　良輔
委　　員／竹内　啓視
委　　員／新美加寿奈

議会だより編集特別委員会

傍聴席へどうぞ
次の定例会は 12月7日㈭ 開会 ※午前10：00～開催予定です。日程

は変更になる場合があります。詳し
くは阿久比町ホームページの議会
事務局お知らせをご覧ください。

大字草木　石井　勝巳

●９ページ　最下段
　誤　全面・緊急時対応
　正　安全面・緊急時対応

●15ページ　01 Ｑ
　誤　調査研修
　正　調査研究

盆踊りの復活を活動の中心に

町 民 の 声町 民 の 声
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